
















は、M.パフチ ンの世界観 ・人間観 をもとに、「ポ リフォニー的授業」なる授業観を提出す る。「ポリ
フォニー」(多声楽)と は、それぞれに独立 して、融け合 うことのないあまたの声 と意識が、対話的
関係 に入ることによって奏でる、高次の芸術的調和である。
本論文では、パフチ ンの対話論の中心概念 である 「聞 き手の積極的理解」 をもとに して 「ポリフ
ォニー的授業」 を構成する。教師か ら伝 えられることをそのまま受け取 る(暗 記する)受 動的 な生
徒で はな く、自身の独 自の声 を持 って、能動 的に返答する生徒である。そ こで教師 と生徒は、共に
世界 に向 き合 い、世界 を解釈 しようとす る。そこには個々の人間 と関係 な く脱文脈的に存在す る知
識 はあ りえない。なぜな ら、世界 を解釈する とは、「私」が世界 と独自の関係を結び、更新 してい く
ことであるのだか ら。そ して、その関係 は他者 との対話的関係の中で深め られてい く。他者の声 を
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み解き、歴史を自ら書 く(つくりかえる)ための 『知識 ・価値 ・態度 ・ス















すなわち 「学習する」 とは、 「学問する」 「科学する」営みに子 どもたち
が触れ、感化され、しだいに参加 していくようになることである。
軽々しく 「学習の転換」を行うべきではないとする立場。 「受験学力」




彼らによれば、 「新学力観」も 「真の学力 ・・」もともに 「態度主義的
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パフチンが 「詩学』で明らかにしたのは、一言でいえば、 ドフ トエフスキーが構築 した(とパ

















が優 しいのは、作者が彼の性格 をあらかじめ 「優 しい」 と決定 したからにすぎず、主人公が 自ら
の生を生 きる中で獲得 してきた性格ではない。彼 らは 「ブレー ドランナー」*3のレプリカントた
















を名付け、物象化 し、私たち(主 人公および読者)に 統一の とれた、一つの世界像 を提示する。
したがって、作者は世界をすみずみまで知っている一なぜならその世界は作者(の作 りあげた)
ものだか ら一のに対 して、主人公が世界について知りえることは作者が(自 分の世界のために)
彼に必要だと思うことだけである。主人公たちは、作者によって決定され与えられた世界のなか
で、作者 によって名付 けられ価値づけられた存在以外の何者にもなることは出来ないのである。
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題をどれだけはや.く、正確 に解 くことができるかということである。生徒は 「君は数学がよくで












モノローグ小説 と違い、 ドフ トエフスキーの小説の主人公たちは、作者によって自分を決定さ
れることを拒むのだとパフチンはいう。モノローグ小説では、主人公たちは自己イメージを作者
から与えられて(押 しつけられて)いた。彼 らは 「物」 として扱われ、作者に所有される人間で
ある。 しか し、 ドス トエフスキーは、人間をこの様 な静的な対象 として捉えることはなかった。
彼は 「人間の心の深層の全貌」(1995,125頁)を描こうとしたが、そのためには、これまでの主人
公たちのように、作者に従順な、物言わぬ者たちに代わる、新たな人間(観)が 必要であった。
ドフトエフスキーは主人公 を自分と同 じ権利を持つ能動的な主体 として描いたのである。 ドフト
エフスキーの主人公は 「彼を決めつけ、死人扱いするような他者の表現の枠を打ち破ってやろう」
(1995,122頁)とする。生 きている人間を捉えようとするならば、主人公が 「何の相談も受けず、




























を受けながらも独立 してお り、決して一つの声に統一される(=モ ノローグ)こ とはない。個々






























なく、むしろ自分の意識を極度に拡大 ・深化し、意識の(む ろん一定方向への)構 造改革を行っ
て、そこに完全な権利を持った複数の他者の意識 を包括で きるようにすることなのである」
(1995,141頁)と。教師は自らの声をもって生徒 を挑発 し、生徒自身の心の深層 を開かせる。生徒






的な関係 しかなかった(彼 らについて浅い知識 しかなかった)者が、他者との対話によって、深
い関係 に入っていき(お互いを開示 しあい、自分自身についても他者についても知る)、世界と










人間に取 り込まれた知識は、 もはや中立ではあ り得ない。それは 「私」 にとっての知識であ り、
他の誰の知識 とも違うし、誰のものでもない中立的な知識でもない。この知識観は、そもそも、
個々の人間の外部にあって、誰にも同じように伝えられ(受 けとられ)る ような知識 というのは
想定しない。パフチンは、イデエの問題を述べる際に次のようにいう。「世界についての言葉は、
自分自身についての告白の言葉と混 じり合っている。 … 世界についての真実は人格の真実 と
切り離すことができないのである」(1995,162頁)と。私たちが世界 と向かい合い、世界を自分自
身の中に取 り込んで、関係を結ぶこと、そ してそれを刷新 して薪しい関係を更新し続けることこ
そが、ここでは 「知識」 と呼ぶことができるのである。知識 とは、固定化 して、私たち一人ひと
りと関係なく教科書に載せられている類のものとは違 う。それはいまだ知識 とは呼べない代物で
ある。知識は、私たちに取 り込まれて、そこで一人ひとりの具体的な人間と独自の関係を結んで
128 若 槻 健
こそ知識たりうるのである。現実の学校では、自分といったい何の関係があるのかわからないよ
うな形で、例えば歴史が学ばれた りする。それは生徒にとって、どこかでかつてあった、誰かの





との関係)を 創 りだしていくのである。ここでは、知識は与えられるもの(消費 されるもの)で
はな く、主体 として創 りだしてい くものである。フレイレの言葉 を借 りれば、「学習は思想を消
費する行為ではない。それは思想の創造であり、再創造である」(ガドッチ1993,36頁)。
この知識観が成 り立つためにパフチンは2点 を示唆 している。1点 目は、個々人が世界と独 自
の関係を結び、それを更新 して自らの知を創 りだしていくためには、人格の 「自由な未完結性 と
未決定性」(1995,175頁)が保障されていなければならないということである。教師にあらかじめ、
知識の解釈の仕方を一つに閉 じられたり、自分自身の生についても一面的な評価を押 しつけられ
たのでは、世界 と独 自の関係 を結ぶことなど不可能である。客体として、教師に名付けられる客





は、孤立した個人意識の中の出来事ではない。それは独 りよが りなモノローグであ り、他者 とは
もちろんのこと、世界との深い関係を取 り結ぶことができない(探求には至らない)。「私の知識」
















な発話(話 しことばならびに書 きことばの発話)の かたち」(1988,155頁)で実現されているとい
う。一つ一つの発話は、それぞれの活動領域の特殊 な条件と目的を反映 している。したがって、
発話はテーマ内容、スタイル、構成の3つ の要因を当のコミュニケーション領域の特性に規定さ













のない内容(例 えば 「昨日のテレビ、おもしろかったな」)は許されない し、生徒は 「～です」
と敬語で答えないといけないかもしれない(ス タイル、構成=教 師と生徒 という不均衡な位置関
係)。
教室が、モノローグ的世界になり、教師の声のみが響 くようになるのにはこの 「ことばのジャ











き合い、取 り入れ、対抗 し、自らの声を鍛え上げていくなかで、私たちの発話を規定 しているジ
ャンルも変容 してい く。生徒たちは一人ひとりが様々なジャンルを背負って教室に来ているはず
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声を深めるのと同時に、共同で個々の発話の連鎖からなる 「教室のことば」づ くりに参加するの













デューイ(1957)に代表される 「子 ども中心主義」の実践がなされている。「子 ども中心主義」
とは、子 どもを学習の主体 として認め、子どもの生活の現実からはじめられる実践である*6。日












ォニー的授業がめざすのは、第1に 子 ども一人ひとりの 「自分さが しの旅」、すなわち主体とし
ての成長であり、第2に他者との対話に開かれること、言い換えれば私たちが 「つながる」こと
である。これまでみてきたように両者は不可分のものである。自分が誰であるのかを問うには他




る。 しかしそれは教師が、自らの創造主としての座を降りて、 もの言う権利 を生徒に譲 りわたせ
ばすむものではない。この授業観にもっともおかされているのは教師ではなく子 どもたち自身な
のである。「幼い子 どものころ、好奇心に満ちあふれていた彼 ら ・彼女たちは、他者や世界や文
化や自然に身体 と心を精一杯開いて一生懸命だった ・・(しか し学校で学習するにつれて一引用
者)好 奇心 と疑いをすてて、既存の現実世界によりよく順応 ・依存するための断片的な知識を身
につける(詰 め込む)こ とが、「学び」であ り 「教育」であると信 じこまされるようになった」
(楠原1997,3頁)のである。筆者はある中学校で、アシスタントティーチャーのような形で数学の
授業に参加 させてもあっているが、そこで痛感するのは、生徒たちが 「考える」のをいやがるこ
とである。答えを見出す過程の試行錯誤 を彼 らは嫌う。教師がい くら生徒を 「数学の世界」 に導
















3*ハ リソン・フォー ド主演のSF映 画(1982年、米)。原作はフィリップ ・K・ディック 『アンドロイド
は電気羊の夢を見るか?』朝倉久志訳、ハヤカワ文庫Gg77)





7*「 はじめに」で触れた、様々な学習論 ・授業論 と、本論文で取りあげた 「ポリフォニー的授業」は、親
和性を示すものもあれば、そうでないものもある。これらの関係 を整理 し直すことは、今後の課題とし
たい。
132 若 槻 健
引 用 ・参 考 文 献
BaxTHH,M.M。1963.πρ伽e洲 03丁仔κ畷ocToeBcκorα〃3乃助.MocK風望 月哲 男 ・鈴木 淳一訳.1995.『ドフ トエ フス キー
の詩 学看 ち くま学 芸文 庫.
BaxT洲,M.M.1952-1953.佐々木寛訳1988.「ことばの ジ ャ ンル」 『こ とば ・対 話 ・テキ ス ト』新 時代社:115-189.
DeweyJ.1915,TheSd扮dandS㏄ie妙」ev鵬d皮血㎝.TheUhive面yofChicagoP【螂 ♂宮原 誠一訳1957.『学校 と社会 』岩波 文庫.
賑血eJ加10.1～η4」騨db(ゆdb、RiodeJand面」物eTena.小沢 有作 ・楠原 彰 ・柿沼 秀雄 ・伊藤 周訳1979.『被 抑圧 者
の教 育学』 亜紀書 房.
G畷M館1989.伽 癩 ∂L己伽 由 制01胞 痴SaoP副傷αH撫sd痺one.里見 実 ・野本 弘幸 訳1993.『パ ウロ ・フ レイ レ
を読 む』亜紀 書房.
堀真 一郎 編著.1985.『世界 の 自由学 校 子 どもを生 かす 新 しい教 育』麦 秋社.
楠原 彰.1997.「デ ィス コ ミュニケ ーシ ョンを超 えて」 『ひ と1997年8月号 』太 郎次 郎社:i-9.
Md恥Hugh.1～η9.Lα舳gL甑nsH匪valdUhive【si妙P圏s.
無 着成恭.1995.『や まび こ学校」 岩 波文庫.
永 井憲一 ・寺脇 隆矢 編19%.『解 説 子 ど もの権利 条約(第2版 〉』 日本評 論社.
佐 伯腔,1995。「文化 的 実践 へ の参 加 と しての 学 習」 佐 伯腓 ・藤 田英 典 ・佐 藤 学 編 『学 びへ の誘 い』 東 京大 学 出版
会:1-48.
佐 藤学.1995a.『学 び その死 と再生 』太郎 次郎 社.
佐 藤学.1995h「学 び の対 話 的実践 へ」 佐伯 眸 ・藤 田英典 ・佐藤 学編 『学 びへ の誘 い』東 京大学 出版 会=49-91.
須 藤敏 昭.1996.「学習 観 ・授 業観 の転 換 」堀尾 輝 久 ・須 藤敏 昭他 編 『講座 学校5学 校 の学 び ・人間 の学 び』 柏
書房:115・152.
若狭 蔵之助.1994.『生 活 に向か って学校 を開 く』青 木書 店.
Thestudyof`Poliphonicclasswork'
K㎝WAKATSUKI
Asuni負)rn並tyof㎞owledgeimditsone・wayなansmissionhlschoolinghavebeencnticized,conver-
sionoftheviewofclassworkisgettingtobeexplored」nthispaper,basedontheBa㎞tin'sviewof
worldandhumanbeing,"polyphonicclasswork"ispresented."Polyphony"isthehigherartistic
halmonywhichisperR)nnedwhenmanyvoicesandconsciousnesswhichareneverunitedgetintothe
dialogicrelation.
Inthispaper,Idefineandfabricate``polyphonicclasswork"basedontheideaof"positiveunder-
standingoflistener",whichisoneoftheimportantideaofBakhtin曾sdialogism.Itisnotthestudents
whoaregiven㎞owledge丘omtheirteacherbutthestudcntswhoareabietoimseweractivelywi血
the廿ownvoices.Teachersandstudentsf窺cetheworldtogether,andtlytointerpretit。Thereexistsno
㎞owledgewi血outrelationtoeachperson.至tisbecauseinteψretadono価eworldmeans"1"enter
intoIheuniqueanddistinctrelationwiththeworldandrenew孟t.Andthisrelationgetsthedepthin
dialogicrelationwithothers.Thevoiceof``1"reachesthedepthbytakingthevoicesof"theother"
intoitsel£aswellasopposingtothe肌Polyphonyismeanttorespectillgandconnectingeachother.
